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わ
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
で
あ
る
小
笠
原
諸
島
・
南
鳥
島
沖
に
存
在
す
る
莫
大
な
レ
ア
ア
ー
ス
（
ジ
ス
プ
ロ

シ
ウ
ム
、
テ
ル
ビ
ウ
ム
、
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
、
ユ
ウ
ロ
ビ
ウ
ム
等
を
含
む
希
土
類
）
の
発
見
に
関
連
し
、
日
本
国

が
新
時
代
の
海
洋
大
国
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
国
家
戦
略
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
四
月
、
英
科
学
誌
『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ
』
（
電
子
版
）
に
、
早
稲
田
大
学
・
東
京
大
学
・
千
葉
工

業
大
学
・
海
洋
研
究
開
発
機
構
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
研
究
チ
ー
ム
の
論
文
「T

he
trem

endous
potentialof

deep−sea
m

ud

as
a

source
of

rare−earth
elem

ents

」
が
発
表
さ
れ
た
。
同
論
文
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
で
あ
る
小
笠

原
諸
島
・
南
鳥
島
か
ら
二
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
下
し
た
海
域
の
海
底
に
、
二
千
五
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
り
千
六
百

万
ト
ン
超
の
レ
ア
ア
ー
ス
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
に
、
わ
が
国
は
資
源
小
国
で
あ
る
と
自
覚
し
、
そ
の
経
済
政

策
を
策
定
し
て
き
た
が
、
同
論
文
に
て
発
表
さ
れ
た
内
容
に
よ
れ
ば
、
そ
の
レ
ア
ア
ー
ス
の
埋
蔵
量
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
に
使
用
さ
れ
る
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
や
テ
ル
ビ
ウ
ム
、
レ
ー
ザ
ー
技
術
に
使
用
さ
れ
る
イ
ッ
ト

リ
ウ
ム
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
使
わ
れ
る
ユ
ウ
ロ
ビ
ウ
ム
等
に
お
い
て
、
世
界
需
要
の
数
百
年
分
に
も
上
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
が
将
来
の
世
界
経
済
に
お
い
て
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
持
つ
た
め
に
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
莫
大
な
資

源
量
で
あ
る
。
他
方
、
現
在
は
こ
れ
ら
の
資
源
の
開
発
に
か
か
わ
る
技
術
に
は
未
発
達
な
部
分
も
多
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

一



固
有
資
源
の
存
在
に
対
す
る
確
固
た
る
認
識
を
持
ち
、
そ
の
開
発
に
関
す
る
技
術
の
発
展
を
力
強
く
促
す
政
策
を
実
行
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
時
代
に
お
い
て
、
わ
が
国
が
、
天
然
資
源
と
技
術
力
を
併
せ
持
っ
た
世
界
に
誇
る
海
洋
大
国

『
日
本
』
と
し
て
の
地
位
を
築
く
た
め
、
新
た
な
国
家
戦
略
を
早
期
に
策
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
、
以
下
質

問
す
る
。

一

南
鳥
島
沖
の
レ
ア
ア
ー
ス
の
存
在
へ
の
認
識
に
つ
い
て

�

前
述
の
論
文
「T

he
trem

endous
potentialof

deep−sea
m

ud
as

a
source

of
rare−earth

elem
ents

」
に
つ
い

て
、
政
府
と
し
て
そ
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
か
。

�

南
鳥
島
よ
り
二
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
の
海
域
に
、
豊
富
な
レ
ア
ア
ー
ス
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
知
見
ま
た
は
認

識
を
、
論
文
発
表
前
の
時
点
で
持
っ
て
い
た
か
。
持
っ
て
い
た
場
合
、
こ
の
海
域
の
レ
ア
ア
ー
ス
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
調
査
、
研
究
を
実
施
し
、
ど
の
よ
う
な
レ
ア
ア
ー
ス
が
ど
の
程
度
の
量
、
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

�

わ
が
国
の
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
既
述
の
レ
ア
ア
ー
ス
を
含
む
未
開
発
の
膨
大
な
天
然
資
源
が
存
在
し
、
今
後

そ
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
対
し
大
き
な
貢
献
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
か
。

二



二

わ
が
国
の
固
有
資
源
と
し
て
の
レ
ア
ア
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て

�

海
底
深
く
に
存
在
す
る
レ
ア
ア
ー
ス
の
効
率
的
な
採
取
は
現
時
点
で
技
術
的
に
未
発
達
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
こ
う
し

た
技
術
の
研
究
開
発
に
対
し
て
、
人
材
育
成
や
資
金
助
成
な
ど
の
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
取
り
組
ん
で
い
る
場
合
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
助
成
や
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

�

わ
が
国
の
将
来
的
発
展
に
向
け
た
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
海
底
深
く
に
存
在
す
る
レ
ア
ア
ー
ス
の
開
発
を
、
国
家
戦
略

と
し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
海
底
深
く
に
存
在
す
る
レ
ア
ア
ー
ス
の
採
取
に
関
す
る
技
術
や
研
究
に
対

し
、
今
後
新
た
な
投
資
や
助
成
を
行
っ
て
い
く
方
針
を
持
っ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


